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今月は、固定資産税第3期

分〈市税〉と、個人事業税第

1期分(税県〉を納める月で

す。 忘れないうちに納入して

おきまし ょう。
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正正堂堂と

戦かいます.ノ
【第12田県下中学校綜合体育大会】

グ
健
康
な
夏
休
み
を
U
H

V

夏
休
み
も
半
ば
す
ぎ
る
と

生
活
に
も
気
の
ゆ
る
み
が
で

や
す
い
も
の
で
す
V
氷
水
の

飲
み
す
ぎ
や
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

J

ア
l
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

た
べ
す
ぎ
で
、
告
な
か
を
こ

わ
す
こ
ど
も
が
多
い
の
も
こ

の
時
期
で
す
.
ま
た
食
中
毒

に
み
ま
わ
れ
た
り
、
日
射
病

し
つ
こ
い
汐
し
っ
し
ん
H
H

に

か
か
っ
た
り
し
ま
す
.
こ
れ

は
体
の
抵
抗
力
が
弱
ま
る
か

O 
〆「

、.
、ー
を
と
じ
て
く
だ
さ
L 、、J

8月5日大村市で、矛12田県下中学校

総合体育大会が聞かれ、県下の各中学

校の生徒男女あわせて約 3.100人が集

まり、陸上、野球など、 12種目にわた

って熱戦を くりひろげましたo

今度の大会では男子、女子の走高とび

i男子 200メート ノレ、男子砲丸投に中学

i新記録がでま した。

ら
で
、

疲
れ
す
ぎ
な
い
こ
と

と
食
事
に
気
を
つ

け
る
こ
と

が
第
一
で
す
。

V

と
く
に
夏

休
み
は
暑
い
時
期
に
あ
た
る

の
で
、
ま
十
健
康
の
保
持
に

十
分
注
意
し
て
、
こ
ど
も
の

年
令
や
平
素
の
体
力
を
考
え

て
体
を
き
た
え
ま
し
ょ
う
。

V

と
も
す
れ
ば
悪
い
習
慣
が

つ
い
た

b
一
歩
誤
る
と
不
良

化
の
種
を
ま
か
れ
た

b
す
る

こ
と
も
あ
り
'
ま
す
の
で
家
庭

で
も
十
分
指
導
を
行
う
よ
う

心
が
け
、
休
み

の
期
聞
を
安

全
で
健
康
に
す
ご
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

， 

6 

C写真〕団旗を集めての選手宣誓



全
国
戦
争
犠
性
者
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

職
場
l

i

-

-

大村市に、 8月3日から旧市役所跡に消防署・消防本部が開庁しまし

た。消防署は市民を水火災から守るために、昼夜を問わ歩出動できる体

制をとって治b、消防車 1台を購入しました。

市民のみなさんも消防団、消防署と協力して火災の友い大村市にいたし

ましょう. に写真〕開庁式の自に放水くんれんを行なう消防署員

(2) 

家
庭
で
半
旗
を
掲
げ
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

消防署は3680番です

り

八
月
+
五
日
は
終
戦
の
日

で
す
.

今
次
大
戦
で
は
多
数
の
国

民
が
犠
性
と
・
な
り
ま
し
た
が

国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
、

家
庭
に

沿
い
て
‘
平
和
の
礎

と
な
ら
れ
た
戦
争
犠
性
者
に

追
悼
の
意
を
あ
ら
わ
し
平
和

へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
た

め
‘
八
月
十
五
日
東
京
に
沿

い
て
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

が
行
な
わ
れ
ま
す
.

本
年
は
二
十
年
自
に
あ
た

b
意
義
あ
る
年
で
す
。
職
場

ゃ
、
家
庭
で
半
旗
を
掲
砂
、

市
民
全
員
が
正
午
サ
イ
レ
シ

(一

分
間
吹
鳴
)
を
合
図
に

黙
と
う
を
捧
け
ま
し
ょ
う
。

大村市政だよ

火災のときは 119番
2交代制で深夜も待機

納
税
相
談
日
程

八
月
三
十
日
H

松
原
出
張
所

八
月
三
十
一
日
目
竹
松
出
張

所八
月
三
十
一
日
H
西
大
村
出

張
所

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

個
人
事
業
税
の
納
税
相
談

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の

納
期
限
は
八
月
三
十
一
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ

・
泣
い
う
ち
に
地
元
の
十
八
銀

行
、
親
和
銀
行
、
ま
た
は
郵

便
局
を
通
じ
て
納
付
し
て
く

だ
さ
い
.

県
税
事
務
所
で
は
、
納
期

内
納
付
の
な
希
一
層
の
向
上

を
目
指
し
て
、
と
く
に
不
便

な
地
区
の
皆
様
方
の
便
宜
を

は
か
る
た
め
、
納
税
相
談
所

を
つ
ぎ
の
と
告

b
開
設
し
、

税
金
の
収
納
と
、
納
期
限
内

納
付
の
困
難
な
方
に
対
す
る

納
税
相
談
も
行
な
い
ま
す
。

完
納
で
き
な
い
事
情
に
あ
ら

れ
る
方
は
必
十
納
期
限
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

豚
コ
レ
ラ
に
注
意
し
ま
し

2
つ

暫
ら
く
発
生
を
み
左
か
っ
た

「
豚
ヨ
レ
ラ
」
が
佐
賀
県
に

発
生
し
ま
し
た
.
こ
の
「
豚

コ
レ
ラ
」
は
非
常
に
伝
染
力

の
強
い
病
気
で
法
定
伝
染
病

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
分
の
間
佐
賀
県
全

域
か
ら
の
生
豚
、
内
臓
、
骨

皮
な
ど
、
病
原
体
に
汚
染
し

た
沿
そ
れ
の
あ
る
物
品
の
移

入
は
、

家
畜
伝
染
予
防
法
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
.

左
希
最
近
購
入
し
た
豚
で、

「
豚
ヨ
レ
ラ
」
の
予
防
注
射

実
施
の
有
無
が
明
ら
か
で
な

い
も
の
は
農
協
支
所
を
通
じ

て
速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生

所
ヘ
申
し
出
て
下
さ
い
.

ょ
う
。

変
質
し
て
い
左
い
も

の
は
乾
燥
し
て
保
存
し
ま
し

ょ
均
二

【
青
刈
粗
飼
料
】

醗
酵
し
か
か
っ
た
青
草
や
重

科
飼
料
を
多
く
あ
た
へ
る
と

鼓
張
症
を
起
し
や
す
い
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
か
び

の
発
生
し
た
も
の
は
絶
対
に

与
え
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
農
薬
を
散
布
し
た
畦
草

な
ど
は
少
な
く
と
も
十
日
以

上
た
っ

て
か
ら
与
え
ま
し
ょ

λ
ノ

昭和40年8月10日

【
濃
厚
飼
料
】

飼
料
置
場
は
い
つ
も
清
潔
に

し
、
か
び
が
は
え
た

b
変
質

し
た
も
の
は
治
も
い
き
っ
て

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

、I

¥a 

¥ 
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【
盆
踊
り
大
会
】

八
月
十
六
日
・
十
七
日

午
後
八
時
か
ら

マ
場
所
中
央
子
供
遊
園
地

(
本
町
皇
太
神
宮
う
ら
〉

マ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

y

中
央
公
民
館
前
よ
り
会
場

ま
で
大
村
民
謡
協
会
に
よ

る
道
行
(
七
時
出
発
)

歌
と
踊

b

.
水
主
町
内
会
盆
踊
り
大
会

八
月
十
六
日
十
七
日

午
後
八
時
か
ら

マ
場
所
星
美
幼
稚
園

.
竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

八
月
十
七
日
午
後
七
時

半
か
ら

マ
場
所
竹
松
本
町
遊
園
地

マ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

y

り(3) 

金
魚
す
く
い
大
会
(
無
料
〉

西
爪
割

b
大
会

(

H

H

)

ハ
ワ
イ
ア
ン
パ
ン
ド
演
奏

園
大
村
部
隊
・
盆
踊
り
と
音

楽
の
タ
ベ

八
一
月
十
九
日

か
ら

マ

場

所

大

村
部
隊
営
庭

【
花
火
大
会
】

午
後
七
時

八
月
二
十
一
日

か
ら

マ
場
所
市
庁
舎
横
海
岸

マ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
る
花
火

航
走

【
ゴ
ム
ボ
ー
ト
試
乗
会
】

午
後
八
時

八
月
二
十

一
日

正

午
か
ら

マ
場
所
港
町
海
岸

、i

一一一一一一一一一
一一一

一一一一一一

レ
ソ
ト
ゲ
ン
車
に
よ
る

児
童
、
小
、
中
、
高
等
学
校

そ
の
他
修
学
年
限
一
年
以

上
の
学
校
に
在
学
中
の
売

童
、
生
徒
、
学
生
で
学
校

で
行
左
う
結
核
健
康
診
断

を
受
け
る
人
。

同

職
場
で
毎
年
実
施
す
る

結
核
健
康
診
断
を
受
け
る

人。

マ
料
金

巡
回
結
竣
健
康
診
断

も
れ
な
く
受
診
し
ま
し
ょ
う

マ
該
当
者

市
内
に
居
住
す
る
人
。
た

だ
し
次
に
該
当
す
る
人
は

除
く
。

制
ま
た
学
校
に
行
か
な
い

無
料

巡回日程

期日 | 実 施場 所 | 時 間

9.30-11.00 
大神宮裏広場 12.30-2.00 

17日 中央公民館前 2.30-4.00 

8月
鬼橋町田添月恵宅前 9.30-10.30 
竹松農協前 11. 00-1 2.30 

18日 小路ロ住宅山村商居前 1.30-3.30 

8月
堺町堀内モータース横 9.30-10.30 
小路口共栄製材所北側 11 . 00-12 . 00 

19日 池田郷熊野神社鳥居横 1.30-3.30 

8月
荒瀬公民館 9 30-11.00 

荒糊館ノ )11入口 12 .3…| 
20日 上 小路口)11瀬和良宅横 2.30-3. 30 

道
路
は
広
く
美
し
く

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

家
の
前
だ
か
ら
と

い
っ
て
勝
手
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

商
品
や
物
を
道
路
に
は
み
だ
し
て
並
べ
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
@

※21日以降は次号でお知らせします。

のまえJ1>ro

ヰ主 し Jロ
ij三基 II、J1

e 

みんな涼げるように。iこ)fjl/二力!レ
」
午
「

イー粍

今からでもおそくない

「パパがんばって."J 
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お
し
ら
せ

住
民
登
録
と
基
本
選
挙
人

名
簿
登
録
者
資
格
の
実
態

調
査
を
実
施

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

盲目咳・ジフテリヤの予防接種
住
民
の
実
態
を
正
確
に
し

て、

住
民
登
録
制
度
の
確
立

を
は
か
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
と
め
る
た
め
の

住
民
の
実
態
調
査
と
、
基
本

選
挙
人
名
簿
調
製
の
た
め
の

選
挙
資
格
者
の
実
態
調
査
を

八
月
十
五
日
か
ら
各
地
区
町

務
連
絡
員
並
び
に
世
話
人
の

一
ド

m
…

選
手
の
資
格
中
学
卒
業
程

u.剖
W

-
一
Jρ

度
の
学
力
の
あ
る
十
五
才
か
一
的
日

ら
二
十
五
才
ま
で
の
男
女
。

一

B
川，

視
力

一、

O
以
上
・
体
重
五

一

ι

十
五
キ
ロ

程
度

一

臼

審
判
員
検
査
員
の
資
格

新
U

斗
れ

制
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
の
…
・
ギ

あ
る
二
十
一
才
か
ら
三
十
五
一
久

。

才
ま
で
の
男
子
、
視
力
一

、
一

。
以
上

一

程
語
、
く
わ
し
い
こ
と
は
事

H ネパーノレの子供達を結核から守る H ため

いま海外医療協会が中心となって「古切手収

集運動Jが進められています。

使用すミみの5円、 1n円切手から記念切手.外

国切手、未使用の切手などを集め、これを外

国に売ると 100枚で2人分のBCGワクチン

が買えるわけです。

ネパール国〔イン ドの奥地 ヒマラヤ山脈に

沿 った細長い山岳の国〉では平均寿命が37才

10人の子供を生んでも育つのは2---3人。結核 .

菌に対する抵抗力が弱いので一人の排菌者が

いると一家が全滅するという貧困と病気に苦

しみぬいて治bます.

どんな切手でも結構です。机の引出し、 家の

茶棚などにねむっている切手をどしどし治寄

せ下さい。古切手は台紙からはがき友いで周

囲1---Lセンチのと ころを切b取って会送 b願

います.送b先=大村市役所総務課

『

4
1
1
4
J
I
l

方
に
委
唱
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
b
ま
し
た
。

調
査
員
の
方
が
八
月
二
十

一
日
ご
ろ
ま
で
の
聞
に
各
世

帯
を
訪
問
さ
れ
る
こ
と
に
な

b
ま
す
の
で
調
査
に
ご
協
力

下
さ
い
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

募
集
期
限

審
判
員
・
検
査
員
を
募
集

九
月
十
日
ま
で

百日咳ジブテリヤの予防接種(z回 目 ・3回目〉

をつきの日程で行ないますので該当者はもれな

く接種してください.

該当者

昭和何年1月1白から昭和40年3月初日までに

生れたもの。

b料金はいbません

な治当日は母子手帳を持参してください。

業
課

へ
告
た
や

J

ね
く
だ
さ
い

所~回目 1 3 回目

三市浦役診療所所 8月23日 I 9月27日

竹松出欝 I8月24日 | 山 8日 | 

諏鈴訪田公出民張館所 I 8月25 日 1 9月29 日

語EZ購 |山目 I9月30日 l

市立病院 I8月27日 I1 0月1日

※時間はいずれも午後1時30分から3時30分まで

実施日程

ィ
¥、

古切手牧集運動

優
良
無
事
故
運
転
者
を

調
査
し
て
い
ま
す

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
、
優
良
無
事

故
運
転
者
と
交
通
安
全
に
つ

い
て
の
功
労
者

(団
体
)
の

調
査
を
行
在
っ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
八
月
三

十
一
日
ま
で
に
大
村
市
交
通

安
全
協
会
(
大
村
警
察
署
内
)

ま
た
は
各
支
部
の
協
会
役
員

に
烏
届
け
く
だ
さ
い
.

・
な
語
、
く
わ
し
い
こ
と
は

大
村
市
交
通
安
全
協
会
か
交

通
課
に
最
た
十
ね
く
だ
さ
い

ヘ

福
祉
年
金
証
書
を
受
付

福
祉
年
金
定
時
届
の
た
め

提
出
さ
れ
て
い
た
証
書
を
八

月
二
十
五
日
か
ら
交
付
い
た

し
ま
す
の
で
必
十
保
管
証
と

証
書
に
捺
印
さ
れ
て
い

る
印

か
ん
を
も
っ
て
各
出
張
所
で

烏
受
取
り
く
だ
さ
い
。
な
治

大
村
地
区
と
萱
瀬
地
区
の
荒

瀬
町
の
方
は
保
険
年
金
課
で

交
付
し
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
資
金
に
寄
付

鹿
児
島
県
川
内
市
の
福
田
嘉

朝
さ
ん
は
、
亡
父
誠
雄
さ
ん

(
大
村
市
出
身
)
の
忌
明
に

当
b
金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

飼
犬
は
必
ず
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

犬
に
は
必
十
登
録
を
受
け、

狂
犬
病
の
注
射
を
し
な
け
れ

ば
な

D
ま
せ
ん
。
な
お
登
録

料
金
に
つ
い
て
市
政
だ
よ
り

第
四
三
五
号
で
お
し
ら
せ
し

た
一

頭
に
つ
き
百
三
十
円
は

三
百
円
の
誤
b
で
し
た
の
で

訂
正
し
ま
す
。
注
射
は
毎
週

月
、
水
、
金
、
の
午
前
中
に

市
む
と
畜
場
で
行
な
い
ま
す

1・u


